
令和５年８月 28 日  

県立正徳館高等学校  

 

令和５年度第１回いじめ対策総点検の実施について（報告） 

 

 県教育委員会では、「学校の組織力の強化」や「教員の意識改革と指導力・対応力の

向上」など４つの視点からいじめ対策の強化に取り組んでいるところです。その一環と

して、各校のいじめ対策の現状について、点検や支援を行うため、いじめ対策総点検に

係る学校訪問指導を実施しています。 

 本校では、下記のとおり実施しました。 

 

記 

 

１ 日 時  令和５年８月 24 日（木）10：00～12：00 

 

２ 内 容  10：00～10：55 現状の聴き取り、協議 

       11：00～12：00 グループワーク（シミュレーション） 

 

３ 訪問者 （３名） 生徒指導課副参事・指導主事、指導主事、長岡市立小学校教諭    

 

４ 参加者 （６名） 校長、教頭、いじめ対策推進教員（生徒指導主事）、学年主任 

 

５ 指導内容 

① 「学校の組織力の強化」 

・保護者、警察との連携を円滑にすすめること。 

  ・いじめ対策推進教員への過重負担が起きないよう、業務分担の工夫をすること。 

  ・場合によってはＩＣＴを活用して即座の情報共有を図ること。 

 ② 「教職員の意識改革と指導力・対応力の向上」 

  ・校内研修の欠席者へのフォローを確実に行うこと。 

 ③ 「相談しやすい体制」 

 ・記名式アンケートと無記名式アンケートを目的に応じて使い分けて活用している

ところが評価できる。Google サービスを利用しての簡易な調査も有効である。 

④ 「保護者との連携」 

  ・保護者への説明において、生徒への聴き取り結果等の客観的な事実を伝えること

により理解を得ていく姿勢を継続すること。 

 ⑤ 「その他（未然防止）」 

  ・生徒指導提要の改定のポイントである「常態的」「先行的」（プロアクティブ）指

導により、課題予防的生徒指導、課題未然防止教育を進めていくこと。 

  

今回の指導を生かし、今後もいじめを許さない学校づくりに向け、教職員間で情報を

共有し、組織的に対応してまいります。 


